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研究成果の概要（和文）：　障害児者とその保護者の支援に従事する者がメンタルヘルスを支えるスキルと知識
を学習することを目的としたプログラムの開発を行った。
　プログラムは、約5時間の集団形式で行われ、相互に体験を共有しながら、アクセプタンス＆コミットメン
ト・セラピーの知識とスキルを学んだ。ウェイティングリストデザインを用いた研究を実施した。参加者のデー
タを、共分散分析を用いて分析した結果、ACTに関する知識とスキルで実験群に有意な得点の変化が見られた。
抑うつ得点も実験群で有意に減少していることが示された。これらの結果から、本プログラムがACTの知識とス
キルの習得、及び参加者のメンタルヘルスの向上に貢献することが示された。

研究成果の概要（英文）：　This study investigated the effects of participating in an ACT workshop on
 the acquisition of ACT knowledge and skills and on the mental health of participants. 
The workshop was conducted in a group format. It lasted about five hours in a day. The participants 
shared their experiences with each other. 
 Data from the 21 participants who answered all questionnaires were analyzed. Univariate Analysis of
 Covariance (ANCOVA) revealed a significant main effect (group) between Test 2 and Test 3 on the 
describing , acting with awareness , fusion, and knowledge tests. Univariate ANCOVAs were also used 
to determine the effects on the mental health of the participants. ANCOVA showed that group 
differences were significant in the BDI-II scores. These results showed the workshop positively 
affected the mental health of the participants.This study showed the effectiveness of the ACT 
training workshop on the knowledge and skills of ACT and improving participants’ mental health.

研究分野：障害児教育、応用行動分析

キーワード： アクセプタンス＆コミットメント・セラピー　障害児・者　支援者　ワークショップ

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 障害のある子どもやその保護者の支援に携
わる教員、支援機関のスタッフが、子どもと
保護者のメンタルヘルスを支えるスキルと
技術を学ぶことは、障害のある子どもと保護
者に大きな利益をもたらすと期待される。ア
クセプタンス＆コミットメント・セラピー
（ACT）はメンタルヘルスに関するさまざま
な問題に効果的な第3世代の認知行動療法で
あるだけでなく、障害のある子どもを持つ保
護者への心理教育としても効果的である。 
２．研究の目的 
本研究では、アクセプタンス＆コミットメ
ント・セラピーに基づく心理教育プログラム
（アクセプタンス＆コミットメント・トレー
ニング、以下 ACTraining）を、障害のある子
どもを持つ保護者を支援する支援者に提供
する。 
本研究の目的は、提供する ACTraining の
効果を検討することである。我々はこれまで
に ACTraining のプログラムを開発し、保護
者に提供し、その有効性を実証的に報告して
きた（菅野・谷,2013; Tani, Kawai,& Kitamura, 
2014）。この保護者向けのプログラムを広く
提供していくためには、1.保護者への支援に
かかわる地域の支援者がプログラムを実施
することができるようになることが重要で
ある。同時に、障害のある子どもの保護者の
支援に携わる支援者には大きな心理的困難
が伴うことが知られており、2.支援者のメン
タルヘルスを支えることも重要な点である。
ACTrainig は、これらの 2つの点に対して有
効であることが期待される。 
そこで、本研究では、1.ACTrainig の技術
と知識を学ぶ、2.参加者自身のメンタルヘル
スの向上を目的とした支援者向けの
ACTrainig を開発し、その有効性を検討する。 
本研究によって、次の社会的意義が得られる
と期待される。1.参加者が障害のある子ども
を持つ保護者へACTrainigを実施することが
できるようになる。2.参加者自身のメンタル
ヘルスが向上する。 
３．研究の方法 
本研究では、保護者向けに開発された
ACTrainig のプログラムを支援者向けに改定
した。保護者向けのプログラムの有効性につ
いては、これまでいくつかの研究で報告して
きた。このプログラムを受講した保護者の抑
うつ症状が改善し、心理的 QOL が向上するこ
とが示されてきた。これらのアウトカムには、
ACTrainig が目的としている心理的柔軟性が
寄与していることが明らかとなった（Tani & 
Kitamura, 2014）。支援者向けのACTrainig は
ワークショップ形式（以下 WS）で提供される。
約 5時間の WS が集団形式で行われる。予備
的な研究が実施され、ACT に関する知識の習
得と、心理的柔軟性、マインドフルネスの WS
実施前後での有意な変化が見られ、心理的
QOL とそれらの有意な関係が部分的に確認さ
れた（Tani & Kitamura, 2016 発表予定）。 

そこで、本研究では 2つの pre-test を用
いたウェイティングリストデザインを用い
た。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 実験デザイン 

 
参加者は、地域の関連団体を通じて公募し、
研究参加希望者を 2つのグループ（ACT 群、
waiting-list control 群）に割り振った。独
立変数は WS の参加とし、従属変数は ACT に
関する知識テストの得点、GHQ-28（心理的な
QOL）、BDI-II（抑うつ）の得点である。プロ
セス尺度として AAQ－II（心理的柔軟性）、
FFMQ（マインドフルネス）,CFQ（認知的フュ
ージョン）を用いた。また、社会的な妥当性
に関するアンケートをWS終了後に実施した。 
3 か月後のフォローアップ調査では、参加者
の WS 参加後の実践活動の中で、WS で学んだ
知識や技術がどのように実践されているか
を調査し、本研究の社会的な貢献について検
討する。 
４．研究成果 
 共分散分析を用いてワークショップ前後
での得点の変化をウェイティングリスト統
制群と ACT 実施群で比較した。両群で支援に
携わった経験年数に優位な差が見られたの
で、経験年数を共変数とした。ワークショッ
プ前後で、マインドフルネス尺度の「記述」
（F(1.19)=3.61, ｐ＝.05）、「気づきを持っ
て行動すること」（F(1.19)=4.44, ｐ＝.03）
に有意な得点の増大が ACT 群で見られた。ま
た、ACT 群で CFQ のフュージョン尺度
（F(1.19)=2.97, ｐ＝.08）で得点の減少が
見られ、知識テストの得点の増大が見られた
（F(1.19)=3.80, ｐ＝.04）。さらに、BDI-II
の得点はACT群でワークショップ後に有意に
減少していた（F(1.19)=4.77, ｐ＝.02）。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 共分散分析の結果 

 
3 ヵ月後のフォローアップ調査では、
37.5％（9 名）の参加者のみがデータを提供
した。ワークショップ後のデータとフォロー



アップ調査のデータを比較すると、マインド
フルネス尺度の「観察」「判断しないこと」
の得点は有意に増大し、CFQ のフュージョン
得点は有意に減少していた。他の尺度は有意
な変化が見られなかった（ワークショップで
の効果が持続していた）。 
 また参加者への事後アンケートでは、5 つ
の質問項目（全体的に見てワークショップは
満足のいくものでしたか、ワークショップの
時間は適切でしたか、友人や同僚にこのワー
クショップを勧めたいと思いますか、このよ
うなワークショップにもう一度参加したい
と思いますか、ワークショップはあなたにと
って有意義なものでしたか）に対して、4 ポ
イント以上の高い満足度を示していた（1－5
ポイントで評定）。 
 
 これらの結果から、本研究で開発したプロ
グラムはACTのスキルと知識の獲得に有用で、
参加者のメンタルヘルスの向上に貢献する
ことが示された。 
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